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　基本目標達成に向けて実施項目を着実に推進していくために、策定に関わった委員等を中

心に『推進委員会』を設置し、具体的な取り組みへの関与と計画全体の進捗状況の確認・評

価などを行います。

　その進め方については、原則として年度ごとに計画（Ｐlan）→実行（Ｄo）→点検・評価

（Ｃheck）→見直し・改善（Ａction）のＰＤＣＡサイクル（下図参照）により行い、実情に

応じた弾力的な進行を行います。また、計画５年目には次期計画の策定が予想されることか

ら４年目に全体評価に着手するなどし、次期計画策定作業への意見反映を行います。

進 行 管 理 ・ 評 価
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推進・評価体制について

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル の イ メ ー ジ

中川区の目指す福祉のまちづくり
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ふれあい・いきいきサロンの支援

　住民主体で行うサロン実践者の交流会を開催し、誰もが気軽に参加できるサロンの活性化を図るとともに、
サロン実践者の意見などを参考にさらなる普及啓発を図ります。また、ボランティアや専門職による相談など
も、要望に応じて調整します。

福祉専門職が連携できる環境づくりと協働

　区内の児童・障がい・高齢分野などの専門職が会し、生活困窮、ダブルケア、８０５０問題など単一分野では解決
できない問題について学び、円滑な連携を図ります。また、協働により住民から多様な福祉相談に応じられるよ
うな仕組みづくりを進めます。

実  施  項  目  5

実  施  項  目  6

複数分野の専門職向け講習会を開催するなど、年１回程度の専門職が直接会する機会をつくる。また、既
存の活動や計画実施項目を通じて、専門職と住民組織との顔の見える関係づくりを進める。

ステップ①

住民への支援等を通じて、多職種連携により解決できた事例や専門職が抱える困りごとや連携の問題点・
障壁を把握し、課題提起あるいは必要に応じて支援方法を検討する。

ステップ②

専門職への側面的支援事業の実施あるいは仕組みづくりを行う。また、多職種連携の進展により住民が安
心して生活できるよう相談体制を整理する。

ステップ③

各サロンが抱えている問題を把握するための取り組みをすすめるため、アンケートの実施などを検討する。

ステップ①

①で収集した情報を分析し、サロン交流会の実施内容を検討。また、サロンが必要とする情報・社会資源
を模索する。

ステップ②

サロンが”持続可能で発展性のあるもの”になるためにを主眼においたサロン交流会を実施する。

ステップ③

他事業、他機関、企業と連携し、サロン運営の新たな担い手の育成を間接的に支援する。

ステップ④

サロンが持続可能なものになるよう、充実した支援体制ができています。

5　年 後 の 姿

複数分野の困りごとを抱える世帯への支援方針を専門職が共有できています。
また、地域住民の困りごとに応じて、専門職の相談体制を整えることができています。

5　年 後 の 姿

ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援ンの支援
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中川区社会福祉協議会とは
社会福祉法で位置づけられた中川区の地域福祉を推進する団体です。

地域の区政協力委員会、民生委員児童委員協議会を

はじめ地域の各種団体、ボランティア、施設などを

会員とし、地域住民の皆さんと協力しながら

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりに取り組んでいます。
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